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12月定例会 

賛否の分かれた議案等 

※竹本議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

１ １２ 
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１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例を改正
概要：人事院勧告に基づき期末手当を0.05月
分引き上げる

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例を改正
概要：人事院勧告に基づき期末手当を0.05月
分引き上げる

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
文珠荘の指定管理者の指定
概要：メディカ・ジャパン株式会社を指定。指定の
期間は令和８年４月１日から令和11年３月31日まで

三
輪
一
朝
 

条　例 

その他 

　12月定例会は12月５日に招集され、22日ま
での18日間の会期で開きました。今定例会で
は令和７年度一般会計補正予算などの議案22
件が提出され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。
　一般質問は12月18日、19日に行われ、11議
員が町政全般にわたり質問しました。

第521回定例会 令和7年度 補正予算を可決 令和7年度 補正予算を可決 令和7年度 補正予算を可決 令和7年度 補正予算を可決 

全員賛成で同意・可決した議案等 
概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

人権擁護委員の推薦 吉田和司氏を推薦

人権擁護委員の推薦 森下直哉氏を推薦

教育委員会委員の任命 寺河俊紀氏を任命

国民健康保険事業特別会計補正予算 1123万６千円増額（総額17億4223万６千円）

一般会計補正予算 １億4040万円増額（総額115億7720万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算 718万６千円増額（総額３億6418万６千円）

介護保険事業特別会計補正予算 546万円増額（総額18億8906万円）

工事請負契約（第１グラウンド夜間照明設備改修工事） 6479万円で銭屋電気株式会社と契約

人　事 

令和7年度 
補正予算 

工業用水道事業会計補正予算
収益的収入の総額を5426万５千円、収益的支出の
総額を5053万１千円とする。資本的収入は補助金
を2180万円追加し収入総額を8780万円とする

一般職の職員の給与に関する条例を改正
人事院勧告に基づく改正で、期末手当を0.025月分、
勤勉手当を0.025月分それぞれ引き上げるととも
に給料も引き上げる（平均3.3％）

その他 

条　例 ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条例を
改正

福崎町ＪＲ福崎駅前東駐車場を廃止し、福崎町Ｊ
Ｒ福崎駅前西駐車場を福崎町ＪＲ福崎駅西駐車場
に変更し、駐車場の使用料を変更する

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を
実施するにあたり、事業所等の設備及び運営の基
準を定める

水道事業会計補正予算 営業費用を178万２千円増額し支出総額を４億57
8万２千円とする

下水道事業会計補正予算 収益的支出の総額を９億8820万２千円とする。資
本的支出の総額を９億3673万６千円とする

工業団地企業会館の指定管理者の指定 福崎工業団地協議会を指定。指定の期間は令和８
年４月１日から令和13年３月31日まで

工事請負契約の変更（南大貫）宮の池改修工事 事業量の増により673万5366円増額し、変更後の
契約金額を7420万4900円とする

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
を改正 人事院勧告に基づき給料を引き上げる

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例等を改正

こども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する内閣
府令等の施行に伴い改正する

老人デイサービスセンターの指定管理者の指定
社会福祉法人福崎町社会福祉協議会を指定。指定
の期間は令和８年４月１日から令和13年３月31日
まで



12月定例会 

3 ふくさき議会だより　第177号 

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意
 

住 所 

福崎町西田原 

任 期 

令和8年4月1日から 
3年間 

吉田 和司氏
だよし かず し

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
 

住 所 

福崎町田口 

任 期 

令和7年12月25日から 
4年間 

寺河 俊紀氏
かわてら とし き

住 所 

福崎町西治 

任 期 

令和8年4月1日から 
3年間 

森下 直哉氏
したもり なお や

ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び 
管理に関する条例を改正 

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を制定 

　福崎町ＪＲ福崎駅前東駐車場を廃止し、福崎町
ＪＲ福崎駅前西駐車場を福崎町ＪＲ福崎駅西駐車
場に名称を変更し、駐車場の使用料を変更します。

「こども誰でも通園制度」創設 
　１．目的　全てのこどもの育ちを応援
　　　　　　し、こどもの良質な生育環
　　　　　　境を整備するとともに、子
　　　　　　育て家庭に対する支援を強
　　　　　　化する。

　２．事業の概要

「廃止」 「廃止」 
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12月定例会 

名　　　目 概　　　　要 金　額 
財　源 

その他 一般 財源 
国・県 
補助金 

主な補正内容 

更生医療費給付・障害福祉 
サービス支援費給付 

6390万円 1812万5千円 

40万8千円 

実績見込みによる増額

耕作条件改善支援金 40万8千円 認定農業者が大門で実施する農地間のコン
クリート畦畔除去に対する支援金

町債借入先の利率の引き上げにより利子が
増加し、それに伴い元金が減少

412万9千円 

4577万5千円 

412万9千円 特定個人情報提供等事務交 
付金 

マイナンバー情報連携に係る自治体中間サ
ーバ機器更新に伴う町負担分

150万円 町単土地改良事業補助金 150万円 新町の水路と山崎の相新水路の緊急工事が
発生した事による増額

住民参画型森林整備事業補 
助金 

210万6千円 210万6千円 
庄自治会が春日山北側で実施する危険傾斜
地の竹木の伐採、表示看板の設置、森林整
備に必要な機械や消耗品の購入などに対す
る補助金

560万円 247万円 道路橋梁総務費 
町道板坂塩田線不法占用対策事業で町道及
び福崎財産区上にある車両の撤去・処分、
境界の復元、撤去後の車両進入防止のクッ
ションドラムを購入

町債100万円 河川改修工事費 100万円 西谷川浚渫工事の範囲を約50ｍ分追加

270万円 町民グラウンド管理費施設 
修繕料 

保険金 
270万円 

９月９日の落雷により故障した分電盤等を
修繕

△360万円 公債費長期債元金 △360万円 

120万円 公債費長期債利子 120万円 

行政代執行 
弁済金等 
313万円 

一般会計補正予算（第3号） 
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億4040万円を追加し、歳入歳出予算の総額が
歳入歳出それぞれ115億7720万円となりました。人事院勧告や人事異動など人件費に係る増額は
6500万円で、それ以外の主な補正内容は下記のとおりです。

文珠荘の指定管理者決定 
　文珠荘の指定管理について８月に募集したが応募がなかったため、11月に指定管理の条件を日
帰り入浴の休止など一部変更し、再公募を行い、現在の指定管理者であるメディカ・ジャパン株
式会社に決定しました。

　１．指定管理者となる団体　メディカ・ジャパン株式会社
　２．指定の期間　令和8年4月1日から令和11年3月31日まで
　３．指定管理料　4200万円（1400万円／1年）経常利益が生じた場合最低15％以上を町へ還元
　　　　　　　　　する

問
 

問
 

副町長 

町長 

副町長 

　指定管理料が高い事業者をあえて選んだ町の責 
任は重大であるということは認識しているか。

　金額だけではなく、条例で定めている「町民の
福祉の向上並びに世代間の交流及び地域間の交流
の増進を図る」という目的に沿った管理運営がで
きるよう運営事業者ともしっかりと協議しながら
取り組んでいきたい。

　ヒアリング等では風呂ありきで話をしているのか。 

　給湯方式の変更を協議し、条件が整えば再開し
ていくという確約を得ている。

副町長 

問
 

問
 
　給湯方式を変える検討はしたらいいが、令和6 
年度に2000万円ほど投じて風呂の改修をしてい 
る。税金を投資しているので風呂の営業は続けた 
らいいのでは。

　ボイラー方式を変更するということで検討して
一旦休止させていただくが、設備の条件が整えば
再開するということで応募していただいた。

　給湯方式の変更があれば再度協定を結び直すの 
か。

　協定で明記すべきことがあれば変更協定をする。



総務文教常任委員会 
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　牛 尾 成 利  
委　　員　牛 尾 雅 一  
委　　員　大 住 文 子  
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　中 田 貴 子  

総務文教常任委員会 

確定申告相談 
　２月16日（月）から３月16日（月）までの約１か月間、住民税
・所得税の申告相談を行うと報告がありました。国税の申告
（所得税の確定申告）は、スマートフォンによる申告が推奨
されており、税務課職員が老人大学（１月22日）の一般教養
講座で「スマホによる確定申告」というテーマで説明し、ス
マートフォンを使った電子申告普及に努めています。

令和7年度全国学力・学習状況調査結果 
　４月に実施した全国学力・学習状況調査の結果について、小学校、中学校とも全て水準内であ
ったと報告がありました。正答率は、小学校は３科目とも、中学校は理科が全国平均を上回って
います。
対　象：小学６年生、中学３年生
科目等：小学校　国語、算数、理科、生活の様子と考え方をたずねる調査
　　　　中学校　国語、数学、理科、生活の様子と考え方をたずねる調査

令和7年防災功労者内閣総理大臣表彰  田原小学校が受賞 

　災害時における人命救助、被害の拡大防止などの防災活動の実施、
平時における防災思想の普及など、その功績が顕著であると認めら
れる団体または個人を対象として表彰される防災功労者内閣総理大
臣表彰を田原小学校が受賞したと報告がありました。
　田原小学校の取り組みは、地域の消防団と連携した防災教育や共
生社会の実現を目指した防災教育が児童の防災意識の向上にとどま
らず地域とのつながりを深め、将来の地域防災力の担い手を育てる
重要な機会となっていると高く評価されました。

問
 
税務課長 

問
 
税務課長 

　昨年と同様1日あたり100名に受付票を配布するのか。

　基本的には100名を目途にするが、混み合う前半に職員を増員
するなどし、できるだけ来られた方は全員申告できるようにしたい。

　別の日でなく申告会場でスマートフォンで申告をする窓口を作ったらどうか。身近に感じられるのでは。 

　今年度については老人大学でいかに簡単にできるかということをお伝えする他、どうしてもこの日に
申告を受けたいという方には、スマホで事前予約できる方法を検討しており、この事前予約を入口とし
てスマホでの申告につながればと思っている。

問
 

学校教育課長 

　調査項目の「困りごとや不安があるとき、大人にいつでも相談でき 
る」が小中学生ともに全国平均に比べて低いが、困りごとや不安は担 
任の先生に一番言いやすいのでは。 

　なぜ相談がしにくいのかなどの調査も必要だと思っている。結果に
ついて、校内で今一度話し合いたい。

総務省消防庁ホームページ「防災・
危機管理ｅカレッジ～こどもぼうさ
いランド～に掲載されています

受付時間 9時～15時
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民生まちづくり常任委員会 

委 員 長　三 輪 一 朝  
副委員長　住 谷 庸 子  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　北 山 智 恵  
委　　員　小 林 　 博  
委　　員　田 中 康 智  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

　当初令和７年11月28日の工事完了を予定していたが、約1か月から1か月半の工期延長が見込ま
れる。プラント建設工事にも影響が出るのではとの懸念もあるが、令和10年4月の稼働には間に
合うように努めると説明がありました。

神崎郡ごみ処理施設建設事業 

用地造成工事工法変更 

　変更の理由　山の間の法面において、鉄筋挿入による切土補強工を実施しようと掘削を行った際
　に湧水が発生し、法面補強のための対策が必要となった。

　予定している工法　湧水による影響を抑えるため、掘削面に「かご枠」を設置し、浸出水を排水
　するための側溝を設置する。

問
 
住民生活課長 

　湧水に伴う斜面崩落のリスク回避の検討は。 

　不織布を敷設したかご枠を設置することにより、不織布に湧水が浸透し、その浸出水を新たに設置す

る水路に放流するという工法で検討を進めている。

浅野川河川改修工事変更契約 

　変更理由　施工区間を延長するため
　（第５工区：60ｍ、第６工区：75.8ｍ）

　変更金額　第５工区 8777万3400円
　　　　　　（2577万3400円増）
　　　　　　第６工区 9269万5900円（3129万3900円増）

　契約の相手方　進路工業株式会社　　事業主体　市川町

　全体事業費　５億8636万9622円（第１工区～第６工区）

問
 
住民生活課長 

　いきなり金額が上がっているのはなぜか。 

　３年計画で年間１億５千万円とする施工区間としていたことと、物価や人件費の高騰もあり最終年度

にしわ寄せがきた。翌年度にすることも考えられたが、緊急自然災害防止対策事業債という100％充当

で70％交付税算入のある起債があり、それが令和７年度で終了してしまうため令和７年度中に変更契約

することになった。

湧水発生箇所 

浅野川河川改修工事に関する各町の費用負担 

地元町は半額負担

　いきなり金額が上がっているのはなぜか。 

　３年計画で年間１億５千万円とする施工区間としていたことと、物価や人件費の高騰もあり最終年度

にしわ寄せがきた。翌年度にすることも考えられたが、緊急自然災害防止対策事業債という100％充当

で70％交付税算入のある起債があり、それが令和７年度で終了してしまうため令和７年度中に変更契約

することになった。
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　三 輪 一 朝 
他議員11名 

オブザーバー　竹本繁夫 議長 

行政改革調査特別委員会 

第3回委員会（11月4日） 

　第３回委員会は、第１回、第２回行政改革調査特別委員会や行政改革懇話会での意見を参考に
修正した第７次行政改革大綱（案）、実施計画（案）、行政改革検討事業一覧、収支見通しについて、
修正・変更になった箇所の報告があり、11月時点での各項目について質疑を行いました。

問
 
企画財政課長 

問
 

企画財政課長 

問
 

町長 

問
 

町長 

問
 

町長 

　ごみの有料化などの施策を実施した後の効果を実施計画に入れられないか。

　検討後の目標値は出せるものについては出している。無料化施設の見直しやごみ袋の手数料などはまだ
内容が決まっていないため効果額等は出せない状況。

　パブリックコメントの資料は、町民に意見を求めるなら大綱と実施計画だけではなく、より具体的な行 
政改革検討事業一覧も示さなければ意見を出しにくいのでは。

　もう一度内部で調整し、考えていきたい。（検討の結果、行政改革検討事業一覧も添付された）

　施設の廃止も含めた行政改革をすると大綱でうたっているなら、どれだけの規模を目指していくという 
ことを記載すべきでは。

　公共施設の見直し計画は令和10年度に必ず作成するが、今の段階でこれ以上のことは書きにくい。

　行革に対する意気込みが全然見えてこないからこれだけの質問があると思う。5年後の福崎町を見て目 
標をしっかり出していただきたい。

　行政改革から逃げるつもりはないし、しっかりやっていかなければならないと思っている。施設の統廃
合について考えていくという方向性は示しているが対象まではまだ言いにくい。やりたいという思いはし
っかりと持っている。

　今日は行革の5年間の話だろうが、いろんな施設の先延ばしもあり施設の改修なども含めて令和13年度 
以降の見込みは。

　表で示しているのは行政改革の推進期間、令和８年度から令和12年
度までの５年間で行政改革により収支を均衡させるというイメージ。
令和13年度以降についてはなかなか見通せないため細かく示せるよう
なものはないが、令和13年度以降は交付税の減少等で財政調整基金は
10億円をだんだん下回っていくと思っているため、令和13年度以降の
行政改革も必要であると考える。
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一般質問 

通 告 の 内 容 

①学校給食の現状と今後について
②部活動の地域移行について
③自立（律）のまちづくり交付金につ
　いて
④物価高騰対応重点支援地方創生臨時
　交付金について

前 川 裕 量  
１６ページ 

まえ かわ ひろ かず 

①第７次「行政改革」について
②教育について
③環境問題について
④農業政策について
⑤来年度予算編成について

小 林 　 博  
１９ページ 

こ ばやし ひろし 

※175号から問と答弁の表現を統一しています。 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子は二次元コードを読み取ってご覧ください。 

①消防行政について
②ふるさと納税について
③県道・町道の整備について
④エルデホールについて

城 谷 英 之  
１８ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①移住定住について
②区域区分（線引き）の見直しについ
　て

北 山 智 恵  
９ ペ ー ジ  

きた やま ち え 

①令和８年度予算編成方針について
②福崎町立文化施設の運営について
③福崎町内の中小企業者支援について
④町ぐるみ健診の項目について
⑤町職員の働き方改革について

牛 尾 成 利  
１０ページ 

うし お なり とし 

①孤独・孤立対策の取組について
②町の下水道事業について

住 谷 庸 子  
１１ページ 

すみ たに よう こ 

①行政改革について
②市街化調整区域及び都市計画区域外
　の活性化について

田 中 康 智  
１２ページ 

た なか やす とも 

①公共施設整備事業について
②ファミリーサポートセンター設置事
　業について
③継続質問

中 田 貴 子  
１３ページ 

なか た たか こ 

①老朽化した公共施設の課題と今後の
　整備方針
②重点支援地方交付金の活用
③福崎駅周辺の土地利用の方針

大 住 文 子  
１４ページ 

おお すみ ふみ こ 

①都市計画道路について
②前回質問について

植 岡 茂 和  
１５ページ 

うえ おか しげ かず 

①行政改革における歳出削減及び歳入
　確保の取組について

牛 尾 雅 一  
１７ページ 

うし お まさ かず 
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福
崎
町
で
は
、
妊
娠

出
産
、
保
育
、
福
祉
医
療

の
支
援
事
業
が
あ
る
の
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
移
住
・

定
住
」に
は「
移
住
希
望
者

向
け
動
画
」
と
「
兵
庫
県
移

住
支
援
事
業
・
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
事
業
」
の
２
つ
し
か

出
て
こ
な
い
。
移
住
定
住

に
力
を
入
れ
て
い
る
神
河

町
や
加
西
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、「
住
ま
い
・
子
育

て
・
仕
事
・
医
療
・
支
援

制
度
」
な
ど
項
目
が
多
く
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
見
や

す
い
。
福
崎
町
も
今
あ
る

支
援
事
業
を
も
っ
と
分
か

り
や
す
く
す
る
べ
き
で
は
。
 

　
福
崎
町
に
住
ま
れ
た
方

が
受
け
る
事
の
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
併
記
し
て

お
く
方
が
、
丁
寧
で
分
か

り
や
す
い
と
考
え
る
た
め
、

掲
載
し
た
い
。

　
 
平
成
１４
年
に
兵
庫
県

が
全
国
で
初
め
て
「
都
市

計
画
法
施
行
条
例
」
を
施

行
し
、
特
別
指
定
区
域
制

度
を
創
設
し
、
そ
の
第
一

号
の
指
定
が
「
西
大
貫
地

区
」
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
特
別
指
定
区
域

は
そ
の
後
、
福
崎
町
内
の

市
街
化
調
整
区
域
に
あ
る

全
自
治
会
に
指
定
を
広
げ

ら
れ
た
が
、
地
縁
者
住
宅

及
び
、
新
規
居
住
者
住
宅

の
実
績
は
ど
う
か
。
 

　
令
和
７
年
３
月
末
現
在

で
、
地
縁
者
住
宅
は
２
２

７
件
、
新
規
居
住
者
住
宅

は
８
件
。

 
 
地
縁
者
住
宅
の
建
築

実
績
に
比
べ
、
新
規
居
住

者
住
宅
の
実
績
が
極
端
に

少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
 

　
地
縁
者
住
宅
区
域
の
範

囲
３
４
６
ha
と
比
較
し
て
、

新
規
居
住
者
住
宅
は
４
・

１
ha
と
小
さ
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

 
 
地
縁
者
住
宅
区
域
で

近
隣
の
市
街
化
調
整
区
域

で
通
算
１０
年
以
上
住
ん
で

い
る
方
は
そ
の
区
域
に
戸

建
を
建
築
可
能
だ
が
、
福

崎
町
内
の
市
街
化
区
域
で

生
ま
れ
育
っ
た
方
が
福
崎

町
に
帰
っ
て
き
て
地
縁
者

住
宅
区
域
で
戸
建
を
建
築

で
き
な
い
例
を
多
く
聞
い

て
い
る
が
改
善
で
き
な
い
か
。 

　
こ
の
事
象
を
解
消
す
る

た
め
、
令
和
８
年
度
に
特

別
指
定
区
域
の
見
直
し
を

予
定
し
て
い
る
が
、そ
れ
に

合
わ
せ
て
近
隣
の
市
街
化

区
域
で
あ
っ
て
も
通
算
10

年
以
上
お
住
ま
い
の
方
は

対
象
と
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
 
特
別
指
定
区
域
の
新

規
居
住
者
区
域
の
拡
大
が

難
し
い
な
ら
、
特
別
指
定

区
域
と
空
家
バ
ン
ク
を
含

む
、
農
地
付
き
の
空
き
家

な
ど
の
情
報
が
1
枚
の
地

図
で
確
認
で
き
れ
ば
、
市

街
化
調
整
区
域
へ
移
住
・

定
住
の
選
択
肢
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。
 

　
空
家
バ
ン
ク
の
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
が
、
そ
の
空
家
の

所
在
位
置
は
、
福
崎
町
南

田
原
の
よ
う
に
大
字
を
掲

載
し
て
い
る
。
地
図
で
そ

の
場
所
が
示
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
空
き
巣
被
害
な
ど
、

防
犯
上
の
観
点
か
ら
詳
細

な
位
置
情
報
は
掲
載
し
て

お
ら
ず
、
地
図
で
の
表
示

は
困
難
。

地
域
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

区
域
区
分

区
域
区
分
（
線
引
き

線
引
き
）
 

の
見
直
し

見
直
し
　
　
　
　

　
　
　
 

区
域
区
分
（
線
引
き
）
 

の
見
直
し
　
　
　
　
 

地縁者区域の建築条件を改善できな 
いか 

近隣の市街化区域に通算10年以上お住まいの方も 
対象となるようにしていきたいと考えている 北 山 智 恵  

、 

特別指定区域（全体位置図）

福崎町ホームページ
特別指定区域
（全体位置図）
二次元コード

福崎町ホームページ
特別指定区域
（全体位置図）
二次元コード
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財
政
状
況
が
厳
し
い

と
の
認
識
は
、
役
場
内
で

共
有
さ
れ
て
い
る
か
。
 

 　
行
政
改
革
を
踏
ま
え
た

予
算
編
成
に
臨
む
よ
う
指

示
し
、
町
財
政
が
厳
し
い

と
い
う
認
識
は
共
有
で
き

て
い
る
。

 
　
福
崎
町
の
財
政
を
立

て
直
す
こ
と
に
向
け
た
町

長
の
決
意
は
。
 

 　
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

間
で
決
算
で
の
収
支
均
衡
、

行
政
改
革
実
施
計
画
に
掲

げ
た
取
り
組
み
を
実
行
し

て
い
く
。

 
　
町
長
が
想
う
将
来
の

福
崎
町
は
。
 

 　
活
力
に
あ
ふ
れ
、
風
格

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

〜
住
ん
で
、
学
ん
で
、
働

い
て
、
未
来
に
つ
な
が
る

福
崎
〜
を
全
力
で
前
に
進

め
「
住
む
、
働
く
、
学
ぶ
」

の
３
つ
が
調
和
の
と
れ
た

町
を
め
ざ
す
。

　
　
将
来
の
ま
ち
の
姿
を

見
据
え
て
令
和
８
年
度
予

算
編
成
へ
込
め
ら
れ
た
町

長
の
想
い
は
。
 

 　
福
崎
町
の
大
き
な
課
題

は
、
行
政
改
革
と
少
子
高

齢
化
。
行
政
改
革
を
進
め

な
が
ら
も
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
子
育
て
支
援
に
は

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
費

用
が
収
入
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
原
因
は
何
か
。
 

 　
入
場
料
等
の
収
入
が
約

6
9
6
万
円
、
人
件
費
を

含
む
支
出
が
約
5
5
5
6

万
円
。
原
因
は
、
利
用
し

や
す
い
料
金
設
定
、
使
用

料
を
減
免
し
た
団
体
の
利

用
が
多
い
こ
と
、
減
免
し

た
団
体
の
音
響
・
照
明
技

術
者
等
の
費
用
も
減
免
し

て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
　
収
支
の
改
善
方
策
は
。
 

 　
使
用
料
、
特
に
入
場
料

の
値
上
げ
、
屋
外
芝
生
広

場
活
用
に
よ
る
収
容
人
数

の
増
な
ど
収
支
を
改
善
す

る
方
法
を
考
え
た
い
。

　
　
福
崎
町
内
の
中
小
企

業
者
へ
の
振
興
策
は
。
 

 　
商
工
会
へ
補
助
金
を
交

付
し
、
県
と
連
携
・
協
力

し
て
商
工
業
の
振
興
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
創
業
者
支
援
事
業
、

中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
、

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

制
度
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
の
新
規
総
融
資
枠
は

足
り
て
い
る
か
。利
子
補
給

期
間
の
さ
ら
な
る
延
長
は
。
 

 　
融
資
枠
は
１
億
５
千
万

円
で
足
り
て
い
る
。
利
子

補
給
も
令
和
３
年
度
か
ら

延
長
し
て
い
る
。

　
　
町
内
で
新
規
開
業
を

す
る
人
へ
の
支
援
は
。
 

 　
町
内
で
創
業
・
起
業
を

行
う
方
に
補
助
金
を
交
付

す
る
創
業
支
援
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
厚
生
労
働
省
推
奨
の

新
し
い
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
導
入
は
。５
年
に
１
回
の

検
診
で
負
担
軽
減
と
な
る
。
 

 

 　
導
入
を
検
討
し
て
い
る

が
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

　
　
腹
部
エ
コ
ー
検
査
を

導
入
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
人
間

ド
ッ
ク
並
み
の
検
診
と
な

る
が
、
検
討
状
況
は
。
 

 　
検
診
機
関
と
の
調
整
、

受
診
人
数
の
制
限
な
ど
課

題
は
あ
る
が
、
導
入
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
　
時
間
外
勤
務
時
間
の

削
減
に
は
、
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
は
。
 

 　
抜
本
的
に
は
、
正
職
員

を
増
や
す
こ
と
と
考
え
る
。

任
意
退
職
の
増
加
や
公
務

員
人
気
の
低
下
の
中
、
来

年
度
は
予
定
数
を
確
保
で

き
た
。
研
修
に
よ
る
職
員

の
能
力
向
上
も
重
要
。

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

社
会
教
育
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

ある程度の数値悪化は許容範囲とし、実質単年度収支 
の黒字化と財政調整基金の一定額の確保を目指す 

町
ぐ
る
み

町
ぐ
る
み
健
診
健
診
 

町
ぐ
る
み
健
診
 

町
職
員

町
職
員
の
働
き
働
き
方
改
革

方
改
革
 

町
職
員
の
働
き
方
改
革
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
運
営
運
営
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
運
営
 

中
小
企
業
者
支
援

中
小
企
業
者
支
援
 

中
小
企
業
者
支
援
 

牛 尾 成 利  

将来負担比率など財政指標の 
悪化をどう捉えているか 
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社
会
的
孤
独
・
孤
立
が

及
ぼ
す
健
康
上
の
影
響
は
。
 

　
生
活
が
不
活
発
と
な
り

健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
。
ま
た
生
活
習

慣
病
や
精
神
疾
患
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

 
 
子
ど
も
・
現
役
世
代

（
２０
〜
５９
歳
）に
対
す
る
具

体
的
な
孤
独
・
孤
立
対
策
は
。 

　
産
後
ケ
ア
事
業
や
７
か

月
、
10
か
月
児
健
康
教
室
、

保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問
、

家
庭
自
立
相
談
が
あ
る
。

20
〜
59
歳
で
は
、
孤
独
・

孤
立
相
談
に
特
化
し
た
も

の
は
な
い
が
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
就
労
で
き
ず
家
に
い
る

人
を
対
象
に
「
大
人
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
」
を
、

ま
た
不
登
校
児
童
や
そ
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た
「

居
場
所
づ
く
り
事
業
」
も

実
施
し
て
い
る
。

 
 
高
齢
者
に
対
す
る
具

体
的
な
孤
独
・
孤
立
対
策
は
。
 

　
地
区
ご
と
に
「
我
が
事

会
議
」
の
開
催
を
促
し
、

高
齢
者
の
情
報
を
共
有
し

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
て
い
る
。

 
 
相
談
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
は
。
 

　
ま
ず
は
相
談
窓
口
の
周

知
と
体
制
の
整
備
が
大
切
。

相
談
入
口
の
一
本
化
や
対

応
し
た
窓
口
か
ら
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
が
る
よ

う
関
係
機
関
の
連
携
強
化

が
重
要
で
あ
る
。

 
 
下
水
道
管
の
耐
用
年

数
と
劣
化
度
合
い
の
調
査

の
実
施
状
況
は
。
 

　
耐
用
年
数
は
50
年
。
劣

化
の
激
し
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
５
年
に
１
度
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

 
 
下
水
道
管
の
耐
震
化

基
準
に
つ
い
て
。
 

　
お
お
む
ね
国
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。

 
 
内
水
に
よ
る
浸
水
対

策
の
基
本
的
な
考
え
方
と

雨
水
整
備
状
況
は
。
 

　
計
画
上
、
一
定
の
雨
量

を
設
定
し
た
中
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
浸

水
対
策
の
必
要
性
を
判
断

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

５
つ
の
幹
線
整
備
が
完
了
、

現
在
西
光
寺
地
区
で
雨
水

整
備
を
進
め
て
い
る
。
工

事
完
了
は
早
く
て
令
和
10

年
度
。

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

福
祉
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 下

水
道
事
業

下
水
道
事
業
 

下
水
道
事
業
 

地方版官民連携プラットフォーム構築 
の前向きな検討は 

まずは、既存の資源や取組を丁寧に見直し、職員の 
孤独・孤立対策への理解を深めていきたい 住 谷 庸 子 

孤独・孤立対策の取組　官民連携強化が必要 

地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

地域資源の情報共有 
社会資源の開発 顔の見える関係づくり 住民への情報発信 

普及啓発活動 
地域の孤独・孤立 
の問題を共有 

お互いに学び合い、それぞれのエンパワーメントを目指す水平型連携 お互いに学び合い、それぞれのエンパワーメントを目指す水平型連携 

官・民ともに裾野を広げる 民の主体の多様化 

地方公共団体（企画・総務・経済 
振興・子ども・教育・福祉全般・ 
環境・まちづくり・土木・防災等） 

保健・医療・福祉等の 
専門機関 

ＮＰＯ 
市民活動団体 

町内会・地域住民 

社会福祉協議会 地域の企業・商店街 
・商工会 

生協・農協・漁協・ 
労働者協同組合 

ボランティア 
民生委員・児童委員 
保護司・行政相談委員 

社会教育施設（美術館、 
博物館、図書館等） 

出典：内閣府

プラットフォームとは
「場・仕組み」のこと
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第
７
次
行
政
改
革
案

に
は
、
新
ご
み
処
理
施
設

負
担
に
対
す
る
緊
急
の
財

源
対
策
の
２
億
１
０
０
０

万
円
減
額
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
令
和
１３
年

度
以
降
、
毎
年
５
０
０
０

万
円
の
公
債
費
の
増
に
な

る
。
ま
た
、
学
校
長
寿
命

化
計
画
や
大
規
模
修
繕
計

画
の
見
直
の
提
案
も
あ
る
。

行
政
改
革
の
た
め
に
延
期

す
る
投
資
の
再
開
時
期
は
。
 

 　
延
期
し
た
投
資
的
事
業

の
再
開
時
期
は
申
し
上
げ

ら
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
を
見
直
す
中
で
総
合

的
に
判
断
し
て
、
時
期
を

見
極
め
て
い
き
た
い
。

 
 
第
７
次
行
政
改
革
案

に
あ
げ
た
改
善
策
を
令
和

１３
年
度
以
降
継
続
し
て
も
、

赤
字
基
調
は
変
わ
ら
な
い

の
で
は
。
 

 　
令
和
13
年
度
以
降
、
赤

字
基
調
で
あ
れ
ば
第
８
次

行
政
改
革
で
さ
ら
な
る
対

策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

 
 
第
７
次
行
政
改
革
案

で
は
、
公
共
施
設
の
廃
止
 

・
統
合
に
つ
い
て
令
和
８
 

・
９
年
度
に
議
論
し
、
令

和
１０
年
度
に
は
結
果
を
出

す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
令
和
１３
年
度
以
降
の

収
支
改
善
の
規
模
は
ど
の

程
度
必
要
な
の
か
。
 

 　
令
和
10
年
度
に
結
論
を

出
す
と
い
う
も
の
で
は
な

い
が
、
令
和
13
年
度
以
降
、

公
共
施
設
の
廃
止
等
に
よ

る
収
支
改
善
を
含
め
、
年

間
５
０
０
０
万
円
か
ら
６

０
０
０
万
円
の
改
善
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

 
 
公
共
施
設
の
廃
止
統

合
、
民
間
活
力
の
活
用
を

可
能
な
限
り
オ
ー
プ
ン
な

形
で
真
摯
に
検
討
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
明
ら
か
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。
 

 　
公
共
施
設
の
廃
止
統
合
、

ま
た
民
間
活
力
の
活
用
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
、

具
体
的
な
対
象
施
設
が
決

ま
れ
ば
、
町
民
の
皆
様
に

お
示
し
し
た
い
。

 
 
福
崎
町
の
活
性
化
を

考
え
る
と
き
、
居
住
人
口

の
４６
％
を
占
め
る
調
整
区

域
等
の
活
性
化
は
最
も
重

要
な
テ
ー
マ
の
１
つ
で
あ

る
と
考
え
る
。
新
た
に
調

整
区
域
等
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
ま
と
め
、
町
の
明
確

で
具
体
的
な
方
針
を
示
せ

ば
ど
う
か
。
住
民
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

と
い
う
態
度
で
は
な
く
、

町
が
率
先
し
て
方
向
性
を

提
示
し
て
い
く
取
り
組
み

こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
。
 

 　
特
別
指
定
区
域
の
見
直

し
や
空
家
特
区
の
活
用
に

よ
る
用
途
変
更
規
制
の
緩

和
に
よ
り
移
住
定
住
交
流

の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

地
元
の
要
望
も
お
聞
き
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
。

 
 
都
市
計
画
道
路
「
高

橋
西
治
線
」
は
、
関
係
す

る
町
道
・
県
道
と
幹
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

沿
道
土
地
利
用
の
活
性
化

に
よ
る
福
崎
駅
西
側
エ
リ

ア
、
調
整
区
域
等
の
活
性

化
に
欠
か
せ
な
い
。
一
般

財
源
の
負
担
も
9
0
0
万

円
程
度
に
過
ぎ
ず
、
是
非

と
も
整
備
計
画
に
復
活
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 　
行
政
改
革
推
進
期
間
中

の
復
活
は
困
難
で
あ
り
、

財
政
状
況
が
改
善
し
た
後

に
、
実
施
を
検
討
し
た
い
。

 
 
３
・
４
級
町
道
の
整

備
や
維
持
に
か
か
る
工
事

に
対
す
る
地
元
自
治
会
負

担
金
制
度
は
道
路
法
が
想

定
し
て
い
る
内
容
で
は
な

い
。
見
直
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
道
路
法
が
想
定
す
る
受

益
者
負
担
に
あ
た
る
と
考

え
て
い
る
。
将
来
的
に
は

負
担
率
変
更
も
含
め
た
検

討
も
必
要
と
は
思
う
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。

 
 
農
地
や
溝
や
山
林
な

ど
個
人
管
理
地
に
対
す
る

土
地
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
施
工
を
地
元
区
が
行

う
場
合
に
限
り
、
町
が
必

要
な
資
材
を
提
供
す
る
制

度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
地
元
区
に
よ
る
工
事
施

工
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
う
。
検
討

を
指
示
し
て
い
き
た
い
。

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

副
町
長
 

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

第７次行政改革案は計画期間終了後 
の収支も見込んでいるのか 
計画期間後の令和13年度以降の収支改善は見込ん 
でいない 

市
街
化
調
整
区
域

市
街
化
調
整
区
域
 

等
の
活
性
化
　
　

活
性
化
　
　
 

市
街
化
調
整
区
域
 

等
の
活
性
化
　
　
 

問
 

問
 

田 中 康 智 
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文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
が
原

則
、
使
用
中
止
の
現
状
を

踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

　
年
間
２
万
３
４
２
６
人

の
利
用
が
あ
る
。
建
設
か

ら
55
年
経
過
し
て
お
り
、

改
修
等
に
は
多
額
の
修
理

・
維
持
費
用
が
必
要
と
な

る
た
め
、
周
辺
の
公
共
施

設
と
連
携
を
図
る
。

　
 
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
自

主
事
業
に
つ
い
て
、
過
去

２
年
間
で
、
約
１
３
２
７

万
円
の
赤
字
運
営
が
続
く
。

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
 

　
利
用
促
進
や
運
営
方
法

の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
自
主
公
演
の
在
り

方
や
入
場
料
に
つ
い
て
検

討
し
、
収
支
を
改
善
す
る

方
法
を
考
え
る
。

 

 
 
松
岡
映
丘
先
生
の
本

画
が
寄
託
さ
れ
た
。
貴
重

な
文
化
資
源
で
も
あ
る
。

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念

館
に
お
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。
 

　
松
岡
映
丘
先
生
の
日
本

画
の
寄
託
に
よ
り
、
展
示

内
容
の
工
夫
や
情
報
発
信

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
後
の
料
金
徴
収
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
中
。

　
ガ
ジ
ロ
ウ
・
妖
怪
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
人
気
。
民
俗

学
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
と
な
る
。
文
化
振

興
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
大
切
に
し
つ
つ
、
観
光

と
文
化
の
連
携
を
図
り
、

町
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ

た
い
。

 
 
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
と
文

化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
事
務

の
一
元
化
や
柳
田
國
男
関

連
施
設
な
ど
の
職
員
配
置

の
検
討
な
ど
、
今
後
の
在

り
方
は
。
 

　
文
化
に
ふ
れ
る
場
を
創

出
で
き
る
よ
う
に
、
施
設

間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

風
格
の
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

 　
 
９
月
に
実
施
さ
れ
た

「
福
崎
町
生
活
支
援
員（
子

育
て
世
帯
・
高
齢
者
）
研

修
」
に
つ
い
て
、
そ
の
成

果
と
参
加
状
況
、
ま
た
今

後
ど
の
よ
う
に
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
支
援
の
現
場

で
生
か
し
て
い
く
の
か
。
 

　
研
修
は
子
育
て
世
帯
訪

問
支
援
事
業
の
支
援
員
養

成
を
目
的
に
実
施
し
、
29

人
が
受
講
し
た
。
こ
の
う

ち
３
人
が
支
援
員
と
し
て

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

今
後
は
、
一
般
的
な
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
も
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
の
実
施
を
視
野

に
入
れ
、
体
制
整
備
を
検

討
し
て
い
く
。

　
 
地
域
と
と
も
に
子
ど

も
を
育
て
る
仕
組
み
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
）に

つ
い
て
、
高
岡
小
学
校
で

の
導
入
に
向
け
た
検
討
状

況
と
進
捗
、
ま
た
地
域
住

民
や
保
護
者
の
関
わ
り
方

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的

に
他
校
区
へ
広
げ
て
い
く

予
定
は
。
 

　
高
岡
小
学
校
で
は
、
年

度
当
初
か
ら
教
職
員
、
学

校
評
議
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
説

明
を
行
い
、
６
月
に
は
職

員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

導
入
に
向
け
た
理
解
と
機

運
を
高
め
て
き
た
。
現
在

は
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、

学
校
の
目
指
す
方
向
性
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

る
。
来
年
１
月
下
旬
に
第

１
回
学
校
運
営
協
議
会
を

開
催
す
る
予
定
で
、
地
域

住
民
や
保
護
者
は
、
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認

な
ど
を
通
じ
て
参
画
し
、

学
校
支
援
や
体
験
学
習
な

ど
に
協
働
し
て
取
り
組
む

予
定
。
他
校
区
に
も
順
次

広
げ
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
 

セ
ン
タ
ー
事
業
　
　

事
業
　
　
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
 

セ
ン
タ
ー
事
業
　
　
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
　
 

ス
ク
ー
ル
の
現
状
現
状
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
　
 

ス
ク
ー
ル
の
現
状
 

老朽化した公共施設の事業の見直し 
と運営方法を問う 

エルデホールの赤字自主運営事業の収支を改善する 
方法を考える 中 田 貴 子 

福崎町公共施設等総合
管理計画二次元コード
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重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
活
用
で
、
迅
速
に
か

つ
幅
広
い
層
に
行
き
渡
る

施
策
の
検
討
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。
 

　
ま
た
、物
価
高
騰
、特
に

食
料
品
の
値
上
が
り
が
生

活
を
圧
迫
し
て
い
る
。一
刻

も
早
く
住
民
の
皆
様
に
届

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

い
つ
頃
に
な
る
か
。 

 　
地
域
活
性
化
商
品
券
事

業
を
再
度
実
施
で
き
な
い

か
検
討
中
。
時
期
に
つ
い

て
は
、
商
品
券
事
業
で
あ

れ
ば
早
け
れ
ば
令
和
８
年

５
月
か
ら
６
月
頃
と
考
え

る
。

 
 
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

築
５５
年
で
、
１６
年
前
の
耐

震
診
断
結
果
は
、
Ｉ
Ｓ
値

0
・
2
4
。
耐
震
補
強
が

未
実
施
の
理
由
は
。
ま
た
、

現
在
の
使
用
状
況
と
今
後

の
整
備
方
針
は
。 

  　
耐
震
補
強
を
行
う
に
は
、

利
用
が
大
き
く
制
限
さ
れ
、

多
額
の
経
費
が
必
要
な
た

め
未
実
施
。

　
耐
震
基
準
に
達
し
て
い

な
い
大
ホ
ー
ル
は
、
原
則

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
今
後
は
、
周
辺
の

公
共
施
設
と
連
携
を
図
る
。

 
 
第
二
体
育
館
は
、
築

５６
年
で
、
耐
震
の
診
断
は

未
実
施
。
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
現
在
の
使
用
状
況

と
今
後
の
方
針
は
。
 

 　
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た

別
の
体
育
館
が
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
第
二
体
育
館
も
同

様
と
判
断
し
未
実
施
。
使

用
状
況
は
、
定
期
的
に
使

用
し
て
い
る
団
体
あ
り
。

今
後
、
時
期
は
未
定
だ
が

使
用
の
中
止
を
考
え
る
。

 
 
文
化
セ
ン
タ
ー
と
第

二
体
育
館
は
、
指
定
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
。
耐
震

補
強
未
実
施
の
施
設
を
避

難
所
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
ど
う
か
。
 

 　
好
ま
し
く
な
い
と
認
識
。

現
在
見
直
し
中
。

 
 
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

は
、
築
５４
年
。
２４
年
前
の

耐
震
診
断
結
果
は
、
Ｉ
Ｓ

値
0
・
2
4
で
要
改
築
。

耐
震
補
強
が
未
実
施
の
理

由
は
。
ま
た
、
現
在
の
使

用
状
況
と
今
後
の
整
備
方

針
は
。 

 　
他
の
重
要
な
施
設
を
優

先
し
た
た
め
未
実
施
。

　
使
用
状
況
は
、
常
駐
職

員
と
年
間
約
１
５
０
０
名

の
利
用
が
あ
る
。
今
後
は
、

長
寿
命
化
を
考
え
る
。

 
　
老
朽
化
し
耐
震
性
が

十
分
で
な
い
こ
れ
ら
の
施

設
を
使
い
続
け
る
こ
と
に

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

利
用
継
続
に
つ
い
て
早
急

に
検
討
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。
 

　
現
在
、
施
設
管
理
は
所

管
課
が
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
部
局
横
断
的
な
組

織
体
制
作
り
の
検
討
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
段
階
に

き
て
い
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
 

 　
公
共
施
設
の
廃
止
、
統

合
、
複
合
化
の
検
討
と
部

局
横
断
的
な
検
討
委
員
会

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

 
 
地
域
住
民
か
ら
は
「
 

カ
フ
ェ
な
ど
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
店
が
欲
し
い
」
と

の
声
が
あ
る
が
、
出
店
希

望
者
の
た
め
の
支
援
策
は
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
あ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
。
 

 　
カ
フ
ェ
等
の
店
舗
を
出

店
し
て
い
た
だ
く
際
に
は
、

条
件
は
あ
る
が
、
福
崎
町

空
家
活
用
支
援
事
業
の
事

業
所
型
を
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
可
能
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
福
崎
駅
田

原
線
、
千
束
新
町
線
の
開

通
に
伴
う
用
途
地
域
の
見

直
し
で
民
間
活
力
に
よ
る

発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

耐
震
補
強
さ
れ

耐
震
補
強
さ
れ
て
い
な
い
 

公
共
施
設

公
共
施
設
に
つ
い
て
　
　
　
　
 

耐
震
補
強
さ
れ
て
い
な
い
 

公
共
施
設
に
つ
い
て
　
　
 

福
崎
駅
周
辺

福
崎
駅
周
辺
の
土
地
利
用

土
地
利
用
 

の
方
針
方
針
に
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
 

福
崎
駅
周
辺
の
土
地
利
用
 

の
方
針
に
つ
い
て
　
　
　
 

大 住 文 子 
令和8年5月から6月になると考える 

物価高騰対策としての重点支援地方 
交付金は、いつ頃住民に届くのか 

耐震診断の基準  ＩＳ値とは 
震度6～7程度の大規模地震に対する建物の安全性を評価する指標 
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町
道
福
崎
駅
田
原
線

の
進
捗
状
況
は
。
 

　
契
約
予
定
者
24
名
全
員

と
用
地
契
約
を
締
結
し
て

お
り
、
契
約
率
は
100
％
。

用
地
取
得
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
現
在
は
工
事
実

施
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

 
 
今
後
の
工
事
予
定
は
 

　
道
路
新
設
範
囲
内
に
あ

る
振
古
川
に
つ
い
て
、
橋

梁
化
と
し
て
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
設
置
工
事
を
12

月
末
に
発
注
予
定
。
製
作

期
間
は
約
２
か
月
を
見
込

ん
で
お
り
東
駐
車
場
は
３

月
末
で
閉
鎖
し
４
月
以
降

に
工
事
へ
入
る
。
ま
た
３

月
に
は
地
盤
確
認
の
た
め

の
試
掘
調
査
を
行
う
予
定
。

 
 
現
時
点
で
の
課
題
は
 

　
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い

て
福
崎
警
察
と
協
議
を
重

ね
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
承
認
に
至
っ
て
い
な
い
。

あ
わ
せ
て
、
工
事
中
は
通

行
止
め
や
通
学
路
の
切
替

え
が
必
要
と
な
る
た
め
、

地
元
と
調
整
し
な
が
ら
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

 
 
千
束
新
町
線
の
進
捗

状
況
は
。
 

　
契
約
予
定
者
15
名
中
８

名
、
率
に
し
て
約
53
％
の

用
地
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

物
件
移
転
が
関
係
す
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
地
権

者
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明

を
行
い
な
が
ら
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

 
 
今
後
の
工
事
予
定
は
 

　
工
事
が
可
能
な
区
間
で

あ
る
河
川
公
園
西
側
の
約

77
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、

12
月
末
に
拡
幅
工
事
を
発

注
す
る
予
定
。

 
 
国
の
補
正
予
算
の
要

望
状
況
は
。
 

　
今
回
の
国
補
正
予
算
で

は
該
当
は
な
か
っ
た
が
、

今
後
も
国
が
補
正
予
算
を

組
ん
だ
際
に
は
、
積
極
的

に
要
望
し
、
予
算
確
保
に

努
め
て
い
く
。

　
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

現
状
は
。
 

　
協
定
履
行
を
求
め
た
調

停
は
不
調
と
な
り
話
合
い

に
よ
る
解
決
は
困
難
と
判

断
し
た
。
そ
の
た
め
協
定

を
破
棄
し
、
こ
れ
ま
で
減

免
し
て
い
た
固
定
資
産
税

の
支
払
い
を
求
め
て
い
る
。

 
 
今
後
も
事
業
を
進
め

る
意
思
は
。
 

　
こ
の
道
路
は
必
要
な
道

路
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
無
償
提
供
を
前
提
と

し
な
い
通
常
の
事
業
と
し

て
、
県
に
対
し
継
続
を
強

く
要
望
し
て
い
く
。

 
 
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
は
。
 

　
今
年
度
、
総
務
課
に
３

件
の
不
当
要
求
行
為
の
相

談
が
あ
り
、
日
時
や
内
容
、

対
応
時
間
な
ど
は
記
録
し

て
い
る
。

 
 
職
員
へ
の
負
担
把
握

は
十
分
か
。
 

　
全
庁
的
な
一
元
把
握
は

で
き
て
お
ら
ず
、
1
人
で

抱
え
込
ん
で
い
る
職
員
が

い
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。

　
 
条
例
制
定
の
考
え
は
 

　
条
例
化
に
よ
り
対
応
の

根
拠
が
明
確
と
な
り
、
職

員
が
迷
わ
ず
適
切
に
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

職
員
を
守
る
観
点
か
ら
も
、

条
例
化
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
す
る
。

　
 
職
員
が
過
度
な
要
求

や
長
時
間
対
応
に
よ
り
精

神
的
負
担
を
抱
え
る
事
例

が
見
受
け
ら
れ
る
中
、
町

と
し
て
職
員
を
守
り
、
安

定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
た
め
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

早
急
に
取
り
組
む
考
え
は
。
 

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
は
、
職
員
を
守

り
、
安
定
し
た
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
上
で
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
条
例
化
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
現
場

の
実
態
を
踏
ま
え
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

技
監
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

前
回
質
問

前
回
質
問
 

前
回
質
問
 

福崎駅田原線の進捗状況は 

植 岡 茂 和 
工事実施段階に入っている 

。 。 

。 

。 
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子
ど
も
た
ち
の
食
育

と
満
足
度
向
上
の
観
点
か

ら
、
現
在
の
給
食
に
つ
い

て
「
質
素
だ
」
と
の
声
が

あ
る
。
児
童
生
徒
へ
の
嗜

好
調
査
の
結
果
と
そ
れ
が

献
立
に
ど
う
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
地
産
地

消
率
の
目
標
達
成
に
向
け

た
課
題
は
。
 

 　
令
和
６
年
度
に
パ
ン
給

食
の
回
数
変
更
に
伴
う
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
の
際
に
、

量
的
な
調
査
は
行
っ
た
。

今
後
は
質
的
な
調
査
も
行

い
た
い
。
地
産
地
消
率
は

重
量
ベ
ー
ス
で
現
在
約
40

％
だ
が
、
目
標
は
55
％
で

あ
る
。
生
産
者
の
減
少
や

天
候
不
順
、
獣
害
に
よ
る

納
品
困
難
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

 
 
物
価
高
騰
の
影
響
で

お
か
ず
が
極
め
て
質
素
に

見
え
る
。
給
食
費
の
補
填

は
十
分
か
。
栄
養
基
準
を

満
た
す
だ
け
で
な
く
、
見

た
目
の
工
夫
や
、
成
長
期

の
子
ど
も
た
ち
が
満
足
で

き
る
量
を
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

 　
物
価
高
騰
分
は
補
填
さ

れ
て
い
る
が
、
牛
肉
か
ら

豚
・
鶏
肉
へ
の
変
更
等
の

影
響
は
あ
る
。
見
た
目
に

つ
い
て
は
、
生
も
の
の
提

供
制
限
も
あ
り
大
皿
で
は

質
素
に
見
え
る
点
は
否
め

な
い
。
量
は
学
校
給
食
摂

取
基
準
に
基
づ
き
適
切
と

判
断
し
て
い
る
が
、
今
後

は
配
膳
の
工
夫
な
ど
、
食

育
指
導
と
あ
わ
せ
て
行
っ

て
い
き
た
い
。

 
　
給
食
費
無
償
化
の
継

続
に
つ
い
て
、
来
年
度
以

降
の
町
の
考
え
は
。
 

 　
国
が
令
和
８
年
度
か
ら

小
学
校
の
給
食
費
を
公
費

負
担
す
る
方
向
で
調
整
中

で
あ
り
、こ
れ
が
実
現
す
れ

ば
本
町
で
も
可
能
に
な
る
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
度
も
国
の
交
付
金

を
活
用
し
継
続
す
る
予
定
。

　
　
地
域
移
行
に
向
け
た

実
証
事
業
の
結
果
と
課
題

は
。
特
に
小
学
校
保
護
者

の
不
安
に
ど
う
応
え
る
の

か
。
ま
た
、
指
導
者
確
保

や
受
益
者
負
担
の
目
安
は
。
 

 　
今
年
度
は
４
種
目
で
実

証
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
中
学
生

の
50
％
が
地
域
ク
ラ
ブ
へ

の
参
加
を
希
望
し
、
保
護

者
の
44
％
が
「
月
額
３
０

０
０
円
程
度
」
の
負
担
を

容
認
し
て
い
る
。
令
和
13

年
度
に
は
全
て
の
休
日
部

活
動
が
地
域
展
開
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
順
次
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
い
く
。

　
子
ど
も
の
し
た
い
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
、
意
見
等

が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
含
め
、
ど
う
す
る

こ
と
が
子
ど
も
達
に
と
っ

て
い
い
の
か
と
い
う
視
点

で
、
多
く
の
人
の
意
見
を

参
考
に
、
保
護
者
の
経
済

的
支
援
も
念
頭
に
置
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

　
本
交
付
金
に
「
防
災

訓
練
」
が
必
須
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
地
域
の
自
由
度

が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
防

災
は
別
の
補
助
金
を
活
用

す
べ
き
で
あ
り
、
「
自
立
」

と
い
う
本
来
の
趣
旨
に
立

ち
返
り
、
メ
ニ
ュ
ー
を
自

由
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

 　
地
域
力
の
強
化
に
は
防

災
が
不
可
欠
と
の
判
断
で

３
年
間
の
必
須
項
目
と
し

た
。
た
だ
し
、
交
付
金
の

目
的
は
自
治
会
の
自
主
的

な
運
営
支
援
に
あ
る
。
３

年
後
の
見
直
し
も
含
め
、

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
柔
軟
に
検
討
し
た
い
。

　
約
２
億
円
の
追
加
交

付
金
に
つ
い
て
、
住
民
や

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。
国
か

ら
の
通
知
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
議
員
や
商
工
会
な

ど
現
場
の
声
を
聞
き
、
独

自
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
。
 

 　
情
報
の
収
集
不
足
と
、

議
会
へ
の
相
談
が
遅
れ
た

点
は
反
省
し
た
い
。
臨
時

議
会
を
視
野
に
入
れ
、
子

育
て
世
代
や
低
所
得
世
帯
、

事
業
者
へ
の
効
果
的
な
支

援
策
を
早
急
に
検
討
し
、

補
正
予
算
を
提
示
す
る
。

学
校
教
育
課
長
 

教
育
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

給食費無償化、令和８年度以降は 

中学校は国の交付金を活用し継続予定 

部
活
動
地
域
移
行

部
活
動
地
域
移
行
 

部
活
動
地
域
移
行
 

前 川 裕 量  

自
立
自
立
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
 

交
付
金

交
付
金
の
在
り
在
り
方
 

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
 

交
付
金
の
在
り
方
 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
 

の
有
効
活
用
　
　
　
　

有
効
活
用
　
　
　
　
 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
 

の
有
効
活
用
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福
崎
町
の
観
光
地
で

あ
る
　
川
界
隈
に
は
柳
田

國
男
・
松
岡
家
記
念
館
、

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館

等
の
観
光
施
設
が
あ
る
。

現
在
は
全
て
入
館
料
が
無

料
だ
が
、
人
件
費
を
除
い

た
施
設
の
維
持
管
理
費
だ

け
で
も
そ
れ
な
り
の
経
費

だ
。
有
料
化
し
、
そ
れ
ら

に
充
当
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記

念
館
等
の
施
設
は
公
共
性

の
高
い
教
育
施
設
で
は
あ

る
が
、
今
後
の
料
金
徴
収

に
つ
い
て
現
在
検
討
中
。

　
 
行
政
改
革
で
は
、
歳

出
の
削
減
に
加
え
、
自
主

財
源
の
歳
入
確
保
も
重
要
。

そ
の
手
段
と
し
て
多
く
の

自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い

る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命

名
権
）
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

町
施
設
が
対
象
か
。
私
は

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
や
さ
る
び

あ
ド
ー
ム
を
連
想
す
る
が
、

町
内
に
は
各
地
区
に
文
化

施
設
（
図
書
館
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
八
千
種
研
修
セ

ン
タ
ー
）
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
（
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
な
ど
が
あ
り
バ
ラ
ン

ス
よ
く
川
西
、
川
東
の
施

設
を
順
次
検
討
す
れ
ば
歳

入
確
保
に
な
る
と
考
え
る
。
 

　
第
７
次
行
政
改
革
実
施

計
画
案
で
は
２
施
設
で
年

間
１
０
０
万
円
と
し
１
施

設
当
た
り
50
万
円
を
想
定

し
て
い
る
。

 
 
国
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

を
推
進
し
て
い
る
。
福
崎

町
で
具
体
的
な
取
り
組
み

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
国

の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
を
活
用
し

た
取
り
組
み
実
績
は
。
 

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
入

札
事
務
の
効
率
化
、
入
札

参
加
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
工
事
・
業
務
の

一
般
・
指
名
競
争
入
札
の

電
子
入
札
を
実
施
。
ま
た
、

国
の
デ
ジ
タ
ル
交
付
金
を

活
用
し
、
令
和
５
年
度
に

公
立
認
定
こ
ど
も
園
に
保

育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
、
令
和
７
年
度
は
税

務
課
で
税
金
の
支
払
い
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
行
え

る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。

 
 
年
明
け
後
の
２
月
か

ら
確
定
申
告
が
始
ま
る
。

国
は
Ｄ
Ｘ
と
し
て
国
税
電

子
申
告
を
推
奨
し
て
い
る
。

住
民
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
申
告
で

税
務
課
職
員
の
業
務
負
担
 

・
人
件
費
を
削
減
で
き
る
。

高
齢
者
が
普
段
か
ら
ス
マ

ホ
の
使
用
に
慣
れ
る
た
め

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
が
必

要
で
は
。
 

　
自
分
で
電
子
申
告
が
で

き
る
よ
う
ス
マ
ホ
等
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
に
力
を

入
れ
る
。

　
a
u
・
ド
コ
モ
・
楽
天

モ
バ
イ
ル
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
と
連
携
し
た
ス
マ
ホ
教

室
は
年
間
３
日
の
開
催
が

可
能
。

 
 
福
崎
町
の
財
政
健
全

化
に
向
け
て
、
来
年
度
か

ら
は
思
い
切
っ
た
歳
出
の

削
減
や
国
・
県
の
有
利
な

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
積
極
活

用
な
ど
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
た
財
政
運
営
を
求
め
る
。
 

　
行
財
政
改
革
は
今
日
最

も
大
事
な
福
崎
町
の
課
題
。

現
在
策
定
中
の
第
７
次
行

政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

社
会
教
育
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

業
務
業
務
の
効
率
化

効
率
化
に
 

よ
る
歳
出
削
減

よ
る
歳
出
削
減
　
 

業
務
の
効
率
化
に
 

よ
る
歳
出
削
減
　
 

税
務
課
長
 

町
長
 

電
子
申
告

電
子
申
告
（
ス
マ
ホ
）
 

に
よ
る
申
告

よ
る
申
告
　
　
　
　
　
 

電
子
申
告
（
ス
マ
ホ
）
 

に
よ
る
申
告
　
　
　
 

教育、行政改革等の観点から、現在教育委員会で検討中 
牛 尾 雅 一 

今日、福崎町の財政運営は大変きびしい。　川界 
隈の観光施設を有料化し、維持管理費に充当は 

自治体DXとは 
　　デジタル技術を活用して行政サービ
スの向上や効率化、住民の利便性を高め
るための取り組みのこと。

豆 知 識 

柳田國男・松岡家記念館と神崎郡歴史民俗資料館
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令
和
４
年
度
に
消
防

団
員
の
報
酬
が
３
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
国

は
３
万
６
５
０
０
円
を
払

う
べ
き
と
し
て
い
る
。
福

崎
町
は
な
ぜ
３
万
円
な
の

か
。
 

  　
交
付
税
の
算
入
に
見
合

う
団
員
報
酬
を
検
討
し
た
。

町
の
団
員
約
６
０
０
名
に

対
し
、
３
万
６
５
０
０
円

を
全
団
員
に
支
給
す
る
と

多
大
な
財
政
負
担
と
な
り

３
万
円
に
落
ち
着
い
た
。

　
普
通
交
付
税
は
標
準
的

な
も
の
で
算
定
さ
れ
る
。

福
崎
町
に
置
き
換
え
る
と

４
０
０
人
に
満
た
な
い
。

特
別
交
付
税
で
あ
る
程
度

補
填
さ
れ
る
が
、
現
在
の

３
万
円
も
交
付
税
だ
け
で

は
足
り
ず
、
町
か
ら
持
ち

出
し
を
し
て
い
る
。

 
 
副
町
長
の
認
識
は
令

和
３
年
ま
で
の
も
の
だ
。

今
は
交
付
税
措
置
も
増
え

て
い
る
は
ず
。
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
。
 

  　
消
防
団
は
町
の
安
全
・

安
心
を
守
る
大
事
な
団
体

だ
。
決
し
て
抑
え
よ
う
と

い
う
気
持
ち
は
な
い
。
貢

献
に
見
合
う
報
酬
を
支
払

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
も
う
一
度
精
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
 
中
播
消
防
署
の
建
替

が
進
ん
で
い
る
が
、
人
員

は
足
り
て
い
る
の
か
。
 

  　
姫
路
市
は
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
い
た
増
員
を

希
望
し
て
い
る
。

 
　
常
備
消
防
の
姫
路
市

へ
の
委
託
料
と
そ
れ
に
対

す
る
交
付
税
は
い
く
ら
か
。
 

 

 　
令
和
６
年
度
決
算
で
い

う
と
、
姫
路
市
へ
の
委
託

料
が
約
２
億
５
２
０
０
万

円
、
交
付
税
算
入
は
２
億

２
０
０
０
万
円
。

 
 
委
託
料
を
持
ち
出
し

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
人
数
が
足
り
な
い
場

合
は
姫
路
東
消
防
署
か
ら

き
て
も
ら
う
な
ど
緊
急
車

両
の
出
動
方
法
も
あ
わ
せ

中
播
消
防
と
３
町
、
姫
路

市
で
協
議
し
て
は
。
 

  　
人
員
増
の
要
望
は
受
け

て
い
る
が
財
政
負
担
が
か

な
り
大
き
く
な
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
そ
う
い
う
配

置
の
仕
方
が
で
き
る
の
か

も
含
め
研
究
し
な
が
ら
姫

路
と
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

 
 
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
で
１
５
０
０
万
円
を
超

え
る
寄
附
を
得
た
の
は
大

き
な
成
果
だ
。
次
は
工
場

長
だ
け
で
な
く
、
東
京
や

大
阪
に
い
る
社
長
に
会
い

に
行
っ
て
は
ど
う
か
。
福

崎
町
の
厳
し
さ
を
訴
え
、

関
係
を
深
め
る
べ
き
だ
。
 

  　
今
回
25
社
を
訪
問
し
、

情
報
交
換
の
重
要
性
を
実

感
し
た
。
来
年
以
降
も
、

寄
附
の
お
願
い
だ
け
で
な

く
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
交
流
を
深
め
る
た
め

に
足
を
運
び
た
い
。

 
 
中
寺
北
条
線
の
拡
幅

に
つ
い
て
、
１２
月
の
補
正

予
算
が
つ
い
た
と
の
こ
と
。

行
財
政
改
革
で
技
監
制
度

を
廃
止
す
る
が
、
県
と
の

パ
イ
プ
は
維
持
で
き
る
の

か
。
 

  　
歴
代
の
技
監
と
の
人
脈

を
大
切
に
し
、
私
や
副
町

長
、
課
長
が
先
頭
に
立
っ

て
カ
バ
ー
す
る
。
技
監
が

い
な
か
っ
た
か
ら
で
き
な

か
っ
た
と
は
言
わ
れ
な
い

よ
う
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

  
 
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
運

営
で
５
０
０
０
万
円
近
い

赤
字
が
出
て
い
る
。
さ
ら

に
人
気
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ

ッ
ト
を
求
め
て
他
県
か
ら

く
る
人
も
多
く
、
町
民
が

座
れ
ず
立
ち
見
に
な
る
の

は
お
か
し
い
。
町
民
の
税

金
で
運
営
し
て
い
る
以
上
、

町
民
優
先
の
販
売
枠
を
設

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

  　
町
内
の
方
に
早
く
受
け

付
け
を
始
め
る
な
ど
、
町

民
優
先
の
対
応
を
と
っ
て

い
き
た
い
。

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

副
町
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

城 谷 英 之 
貢献に見合う報酬を支払っていきたいと思っている 

団員報酬をなんとか3万6500円にできないか 

常
備
消
防

常
備
消
防
 

常
備
消
防
 

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
納
税
納
税
 

ふ
る
さ
と
納
税
 

道
路
整
備

道
路
整
備
 

道
路
整
備
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
 

副
町
長
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町
長
 

総
務
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住民生活と町政への信頼を守れ 
・・行革問題 

見直しつつ必要な事業は進めていく 

来
年
度
予
算
編
成

来
年
度
予
算
編
成
 

来
年
度
予
算
編
成
 

町
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

町
長
 

問
 

環
境
問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
 

 
 
行
政
改
革
案
は
住
民

の
日
常
生
活
や
弱
者
に
関

わ
る
部
分
に
負
担
増
や
切

り
捨
て
を
求
め
て
い
る
。

町
単
独
施
策
の
廃
止
は
地

方
自
治
の
放
棄
だ
。
特
別

職
の
期
末
手
当
増
や
文
珠

荘
の
経
過
か
ら
本
当
に
財

政
危
機
か
と
疑
問
を
抱
く
。
 

 　
全
般
的
に
見
直
し
、
必

要
な
事
業
は
進
め
る
。

　
特
別
職
の
手
当
は
人
事

院
勧
告
の
趣
旨
を
反
映
し

た
も
の
。
７
年
度
は
４
役

の
報
酬
を
減
額
し
て
い
る
。

　
必
要
性
・
費
用
対
効
果

を
検
討
し
た
。
地
方
自
治

精
神
の
放
棄
や
弱
者
い
じ

め
で
は
な
い
。

 
 
花
卉
栽
培
委
託
を
な

く
し
、花
が
消
え
る
の
は
寂

し
い
。
復
活
で
き
な
い
か
。
 

 

　
自
治
会
の
交
付
金
等
で

し
て
ほ
し
い
。

 
 
生
活
ご
み
有
料
化
の

検
討
状
況
は
。
 

 　
詳
細
が
整
理
で
き
れ
ば

報
告
す
る
。
減
量
化
や
自

治
体
の
負
担
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

 
 
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

助
成
廃
止
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
協
議
結
果
は
。
 

 　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
に
逆
行
す
る
、
不
登

校
に
つ
な
が
る
心
配
、
子

ど
も
を
大
切
に
し
て
い
る

と
実
感
で
き
る
制
度
な
ど

の
意
見
が
あ
り
全
員
が
廃

止
に
反
対
と
い
う
結
論
だ

っ
た
。
福
崎
町
で
は
１
０

７
名
が
利
用
し
て
い
る
。

 
 
郡
内
は
福
崎
町
の
意

向
次
第
と
あ
る
。教
委
決
定

を
受
け
て
町
長
の
意
向
は
。
 

 　
２
町
と
相
談
す
る
が
、

国
の
制
度
で
は
１
割
負
担

で
あ
り
、
理
解
し
て
も
ら

え
る
と
思
っ
て
い
る
。

 
 
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
が
延
期
さ
れ
る
が
そ
の

後
の
日
程
は
。
 

 　
体
育
館
の
空
調
整
備
が

令
和
10
年
度
ま
で
あ
り
、

そ
の
後
、
改
め
て
策
定
す

る
。

 
 
町
道
高
橋
西
治
線
の

延
期
に
つ
い
て
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
設
置
時
に
地
元
に

大
変
な
心
労
を
か
け
て
お

り
、
用
地
も
か
な
り
確
保

さ
れ
て
い
る
た
め
無
期
延

期
は
裏
切
り
行
為
。
日
程

化
を
求
め
る
。
 

 　
未
買
収
用
地
の
調
査
等

前
段
階
準
備
は
行
う
。

 
　
高
橋
で
の
不
法
投
棄

問
題
は
初
期
段
階
か
ら
行

政
が
関
わ
り
つ
つ
現
況
に

至
っ
た
。
地
域
は
陸
軍
の

弾
薬
庫
設
置
、
戦
後
は
町

の
丸
紅
誘
致
、
丸
紅
に
よ

る
養
鶏
事
業
、
更
に
工
業

団
地
に
な
り
常
に
生
活
環

境
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。
生
活
環
境

を
守
る
こ
と
は
行
政
の
大

き
な
責
任
。
 

 　
目
に
見
え
る
形
で
前
に

進
む
よ
う
県
に
協
力
し
て

進
め
た
い
。

 
　
太
陽
光
発
電
施
設
の

管
理
問
題
で
北
ノ
岡
（
西
 

治
）
の
施
設
は
町
も
関
与

し
て
い
る
。
現
況
の
改
善

指
導
は
。
 

 　
町
と
の
協
定
も
あ
り
適

正
な
維
持
管
理
を
求
め
て

い
る
。

 
 
小
学
校
の
給
食
費
を

国
が
負
担
す
る
と
い
う
報

道
が
あ
っ
た
が
考
え
は
。
 

 　
小
学
校
給
食
費
は
国
が

全
額
負
担
す
る
方
向
で
調

整
さ
れ
て
お
り
、
予
算
化

さ
れ
れ
ば
福
崎
町
で
も
実

現
で
き
る
と
考
え
る
。
中

学
校
の
無
償
化
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
継
続
予

定
。

 
 
来
年
度
の
国
保
税
に

つ
い
て
は
、
町
の
実
績
を

踏
ま
え
て
考
え
、
県
の
参

考
値
の
採
用
を
前
提
と
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い

か
。
 

 　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
だ
い
て
よ
い
。

き
 

か
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次の定例会は 3月3日 開会予定 次の定例会は 3月3日 開会予定 

　
令
和
８
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
は
午
（
う

ま
）
年
、
飛
躍
の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
崎
町
に
と
っ
て
は
、
町
村
合
併
後
70
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
ま

で
多
く
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
福
崎

町
の
住
み
よ
さ
、
豊
か
さ
を
実
感
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
福
崎
町
を
次
の
世
代
へ
と

守
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
今
、
福
崎
町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
や

中
播
消
防
署
の
建
替
、
福
崎
駅
周
辺
で
の
道
路

整
備
な
ど
、
大
き
な
事
業
も
控
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
こ
の
状
況
を
打
開
し
、
持

続
可
能
な
町
に
す
る
た
め
、
行
政
改
革
に
向
け

た
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
議
会
も
町
と
同
じ
く
70
年
と
な
り
ま
す
が
、

常
に
新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
福
崎
町
の
未
来
を
考
え
る
「
開
か
れ
た
議

会
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
で
き
る
だ
け
わ
か

り
や
す
く
議
会
の
活
動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
ど
う
か

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
牛
尾
成
利
）

委 員 長　田 中 康 智  

副委員長　牛 尾 雅 一  

委　　員　牛 尾 成 利  

委　　員　城 谷 英 之  

委　　員　住 谷 庸 子  

委　　員　中 田 貴 子  
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消防信号（写真は南大貫区のもの） 

　町によっては半鐘を時報や各種情報発信 
に用いている場合もあり町ごとに鐘の鳴ら 
し方が決められ、その長さや間隔によって 
様々な情報発信に使われていました。 

現存する福崎町内の火の見櫓 
やぐら み ひ 

　火の見櫓は火災予防と早期鎮火のために造られました。

上部に半鐘が設けられ、火災を発見した番人が警鐘を鳴

らし、火消を招集するとともに町人に火災の発生を知ら

せる役割を担っていました。

　昭和初期にはほぼ全ての地域に整備されましたが、電

話の普及と119番による通報体制、サイレンや防災行政

無線の整備に伴い役目を終えた火の見櫓も多くあります。

　現在では防災無線のスピーカーや消防用ホースの乾燥

などに使われているものがほとんどです。老朽化も進ん

でいることから撤去が進んでいます。撤去には多額の費

用がかかるため撤去したくてもできないままの集落もあ

り、補助を求める声が多くありました。

福崎町内で現存する火の見櫓は17基です。（事務局調べ）

　①中　島　②上中島　③八反田　④井ノ口　⑤　　川

　⑥田　尻　⑦南大貫　⑧東大貫　⑨西大貫　⑩余　田

　⑪　庄　　⑫庄（西垣内）⑬馬　田　⑭山　崎　⑮田　口

　⑯西　谷　⑰高　橋


